
市民と議会との語る会実施報告書 

    

日 時 令和３年 10 月 27 日（水） 午後７時３０分～午後８時３０分 

会 場 大虫公民館 

出 席 議 員 片粕正二郎、小形善信、大久保惠子、題佛臣一、加藤吉則、近藤光広、砂田竜一 

参 加 者 ( 市 民 )   10 名 

開会挨拶・司会・記録 

司   会： 砂田竜一  

議会報告： 加藤吉則 

記   録： 大久保惠子 

【１部】 

９月定例会の概要報告 

（報告者） 

  加藤吉則  

【意見】 

・新幹線駅前開発について、市民によくわかる広報をお願いしたい。 

【２部】 

意見交換会 

（①  グループ） 

進行：小形善信 

記録：近藤光広 

 

（②  グループ） 

進行： 大久保惠子 

記録： 題佛臣一 

 

（③  グループ） 

進行： 加藤吉則 

記録： 砂田竜一 

① グループ 

Ｑ：大虫地区の課題である鳥獣害対策を、さらにすすめて欲しい。 

シカのメッシュ柵は市で対応してもらったが、メンテナンス費用についてもお願い 

したい。イノシシの電気柵も同様。サルは殺せないので間引きを。アオサギやムク 

ドリ対策も望む。 

Ａ：農林整備課や県に申し入れし、報告させて頂く。 

Ｑ：耕作放棄地対策の強化を。 

Ａ：農林整備課に申し入れし、方向性をご報告する。 

Ｑ：土地改良、日野川用水からの集金が高く、高齢農業従事者は大変。何とかならな

いか。いつまで支払うのか。払うだけで直してもらえない。何とかして欲しい。 

桝谷ダム、広野ダムからの農業用水引水費用の見直しや、農業従事者減少の 

中、費用負担を含め色々見直していってはどうか。 

Ａ：市から申し入れる範疇でないこともあるので、課題を共有し、今後の課題とさせて

頂きたい。 

【意見】 

・中心市街地の空洞化について、将来にわたる見通しをさらに強化して欲しい。 

 まちのにぎわい、活気、交流人口や定住者人口そして商業者の支援策強化を。 

 

②  グループ 

【意見】 

・南越清掃組合に出すゴミ収集の単価が適正に行われているのか疑問に思う、業者 



決定の前に適正な単価になっているのか議会として見て頂きたい。 

・丹南広域農道の4車線化に対して地元では反対している方がいると聞くが、計画 

はどのように進んでいくのか。 

・村国山のトンネル計画を進めていると聞くが、実際はできるのか。非現実的な

建設には賛成できない。それより新幹線駅と中心市街地のアクセスの利便性を

しっかりと考えて欲しい。 

・市はゼロカーボン宣言をしており、先端技術産業を受け入れると聞くが、実際

に受け入れ計画はあるのか。 

 

③  グループ 

【意見】 

・河川や用水路ののり面を町内で草刈りや清掃を実施しているが、作業に当たってい

る方は年配の方が多く、年々参加者が減っている。地域特性として若い方の参加は

厳しく、各町内の区長からは心配する声があがっていて今後の河川清掃について

問題になっている。ボランティアとして行ってきたが、危険も伴う事があり、上記理由

により区長によっては河川管理は行政が行うべきだという意見があり、あと数年で河

川清掃は出来なくなる現状がある。管理は県なのか市なのか わからないが、河川

管理の今後についてしっかり検討して対応して欲しい。 

また、河川清掃について補助金が出るが使用用途の幅が狭くお茶しか出せない時 

がある。暑い時期に実施する労いとして氷菓子なども出したいが現状の制度では補 

助の対象にならない。補助金の使い道についてもっと幅広いものにして欲しい。 

・吉野瀬川の桜について、寿命が近いためか倒れそうな樹木を見かけ危険を感じて

いる。樹木伐採は膨大な費用がかかるため、河川の樹木管理をしっかりして欲しい。 

 

令和３年１１月２日     越前市議会議長 殿  
                

                   第３班 班長  砂田 竜一 

 


